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現場おやじ 最後の一言 
 『コンクリートの温度って、何のために測るんですか？』 

 という、受注センターの純粋な目をした某小林青年の質問がきっかけで、 

ニュースレター『現場おやじの一言』を始めてきましたが、今回が最後の配信（６月に

転勤します）になります。 

 小さい頃から文章を書くことが苦手だったので、なかなかうまく文章が書けなかっ

たのですが、師匠（私に仕事のやり方、営業について教えてくれた恩人です。）か

ら『飲み会でしゃべっている感じで書いたら』って言われて、調子に乗って、すごくフ

ランクになり過ぎ、言いたいことを自由に書いてしまい、エロネタまで登場！ そん

な『現場おやじの一言』に長い間お付き合いいただき、ありがとうございました。 

             感 謝 です。 

 とにかく『現場おやじの一言』を書いている時が楽しかったし、ワクワクしていま

した。この前読んだ本に次のような文章がありました。 

   ・あなたが一日中やっていても苦痛ではない事 は何ですか？ 

   ・これからの時代、金銭的なリターンを第一に考えるほど儲からなくなり、何かに熱中   

    しているほど結果的に利益が得られるようになる。 

   ・その人でなければいけない、この人だからこそできる、といった独自性がそのまま価 

    値につながりやすい。 

   ・小学校の教育を受け、やりたいことではなく、やらなければならないことを続けていくう 

    ちに、自分が何かに興味を持って何に熱中していたか、情熱の源泉を忘れてしまっ 

    ている。 

現場おやじもあまり文章の意味は解ってないんですが、 

 これからの時代、AI(人工知能）などが出てきて、どんどん人間がしていたことを機械がするよ

うになってきて、人間にしか出来ない事、自分しか出来ない事を通して『自分の価値を高めてい

く』ことが大切になっていく。  という事ですかね 

・・・ニュースレター『現場おやじの一言』を作ることが、自分にしか出来ない事だったのかな？ 

・・・これから、次のワクワクすることを探していこう！ 

・・・自分でも何を語っているのか、わかりませんが 

・・・最後くらい真面目にと思って 

・・・書いてみました。 

・・・では、           

・・・   See you again one day! （かっこいい！！）  
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  今回も『安全管理』について説明していきます。主に「安全管理で使用される商

品？」について説明していきます。 

 

労働災害事例 

第２６回目は、「安全管理」について第二弾です。 

 工事現場では重機、クレーン、トラック、作業員などが混在して作業しています。現場で発生する

労働災害には人による事故、重機と人の事故、クレーンと人の事故などいろいろなケースがありま

す。 

ちなみに、建設業の労働災害の種類別件数（建設業労働災害防止協会より）は 

①墜落（足場など高所からの転落等）・・・40% 

②建設機械等（重機と作業員の接触や挟まれ、重機の横転等）・・・12% 

③飛来落下（吊り荷が落下して人に当たる等）・・・12% 

墜落、建設機械等、飛来落下の３つで労働災害の2/3を占めています。 

 

 

 

 

 

 

これらの事故が発生しないように、 

○高所から転落しないように、安全帯や命綱を使ったり、安全設備を整備します。 

○重機の死角に作業員が入らないように、重機の周りをバリケードで囲ったり、重機の作業半径内に

作業員を入った場合には、作業員を検知して、運転手に回転灯で警報を鳴らしたりします。 

○吊り荷が落下しても人に当たらないように、人が吊り荷の下には入らないように注意喚起したり、ク

レーンなどでは吊り荷の状況が運転手から見れるようにクレーンカメラを設置したりします。 

これらの安全対策システムを使っている商品が以下の商品になります。 

【重機・作業員警報対策】 

 重機の周りは死角が多く、運転手から作業員が見えずに接触事故を起こしてし

まうケースが非常に多くなっています。 

作業員が重機の作業半径内に入ったら、運転手に警報を鳴らしたり、作業員にも

重機が接近していることを警告する商品が以下の商品になります。 

・  トラぽん太 UM-300G2-D型 （メーカー：アムカ）  (カタログ P.11-15) 

・ ブラクステール （メーカー：エウレカ）  (カタログ P.11-13) 

・ みはり組  （メーカー：エヌディーリース・システム） NETIS商品 (カタログ P.11-14) 

・ パノラマオー （メーカー：つくし工房）（カタログ P.11-12) 

・ エコックス （メーカー：日本センサー）（カタログ P.11-11) 

・ ＳＳＷ－７Ｍ４ （メーカー：竹中エンジアリング） （カタログ P.11-12) 

ソーキで取り扱っている安全管理商品 
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【バックカメラ】 

 重機の死角に入った物をｶﾒﾗによって、運転席で確認できるようにする商品がバックカメラになり

ます。 

・ バックカメラ C-4060/CM-7200 （メーカー：三菱電機）(カタログ P.11-12) 

・ Fine Eyes Monitor ESS-BC25W/26W ESS-MC-26WP （メーカー：イーエスエス）  (P.11-13) 

重機（バックホウ、ローラー）の後方、側面にカメラをマグネットで簡単に取り付けられ、運転席横のモ

ニターで後方、側面の安全確認が出来ます。 

【車両警報システム】 

赤外線センサーを遮断される事により異常を感知しパトライトを作動するシステムで、工事現場等の

出入口の人や車の出入りの安全確認や防犯対策にも使用されます。 

・ 赤外線車両警報システム  （メーカー：東京通信機） (カタログ P.11-11) 

重機がセンサー前を通過するとカウントし、表示する商品は 

・ ＴＥカウンター （メーカー：東京通信機） (P.11-11) 

 

【架空線等損害事故防止補助用品】 

 架空線（電線等）がある工事現場では、よく重機のバケット（先端の土をすくう所）やブーム（腕の部

分）を上げたまま移動し、架空線を切ってしまう事故が起きたりします。当然、架空線を切ってしまう

と、周辺の民家は停電になり、多大な迷惑と高額な損害が発生します。 

そこで、作業中の運転手にバックホウのブームが上空の障害物に接近した事を、『ブザー音』『光』で

警報する装置が 

・ 架空線等接近警報システム  （メーカー：エヌディーリース・システム） (カタログ P.11-15) 

【上部構造物検知超音波センサー】 

 クレーン運転席からクレーン先端は見えずらく、遠近感が無くなります。そこで、運転席とクレーン先

端を無線で接続し、クレーン先端に障害物を検知したら直ちに運転席に知らせるシステムが、 

・無線上空構造物検知用超音波センサー “パノラマ Ｕ”  （メーカー：つくし工房） （P.11-16) 

また、高所作業車のバケット（人が乗って作業する所）が上昇する際に、構造物と接近するとセン

サーが感知してブザーが鳴って、危険を知らせるｼｽﾃﾑが、 

・高所作業車用上部衝突防止超音波センサー “パノラマＨＬ” （メーカー：つくし工房） (P.11-16) 



では、また 
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【クレーンカメラ】 

 クレーンの運転手と吊り荷との間に障害物があったりして、運転手から吊り荷の下が見えにく

かったりします。そうすると吊り荷の下に人がいるのに荷を下げてしまったりして、事故につながり

ます。そこでクレーンブームの先端にカメラを取り付けて、吊り荷の下の状況が運転席横に取り

付けたモニターでリアルタイムに監視できるシステムが、 

・ クレーンカメラ トリンプラ （メーカー：東京通信機）   (カタログ未掲載) 

吊り荷が人の頭上を通っている時に、作業員に『吊り荷が通過します。退避して下さい』とか

『吊り荷の下に入らないで下さい』などの音声を流して、作業員に注意を喚起するシステムが、 

・フックコール （メーカー：東京通信機）（カタログ未掲載） 

・安全マン AZM-R34 （メーカー：協立電子工業） （カタログ P.11-16) 

 

【監視カメラ】 

 工事現場などで、最近よく発生しているのが盗難です。昔は『電線』とか『ハンディタイプの

発電機』などが盗難されましたが、最近は事務所に置いてあるパソコンとか備品などです。現

場が休みの時に忍び込んでというのがほとんどですが、平日の昼間に“重機引き取りに来まし

た”と言って、レンタル屋を装い、大型の重機をトレーラーに積んで堂々と持って行く荒手の

盗難もあるそうです。 

荒手の盗難には対抗できませんが、休日や夜間に現場や事務所を監視するためのカメラを設

置する現場が多くなってきました。 

・ ＥＲＥＣＯ （メーカー：ソーキ）   (カタログ P.11-19) 

・モバイルカメラ（メーカー：イーエスエス） （カタログ未掲載） 

『ＥＲＥＣＯ』は人感センサーの検知をきっかけにLEDライトによる威嚇機能・画像付警報メール

転送機能・遠隔監視機能を持った屋外用のＷｅｂ監視カメラシステムです。 

『イーエスエスのモバイルカメラ』は、用途に合わせて①屋外用固定カメラ②夜間撮影（赤外

線照明付）カメラ③可動式カメラ（カメラが上下、左右に動くタイプ）などが有ります。現場の状

況を遠隔で“いつでも”“どこでも”監視できるｶﾒﾗです。 

今回のニュースレターが、最後の配信になります。 

長い間読んでいただき、ありがとうございました。 

これからもどうぞご自愛下さい。 

ほんとうに、ありがとうございました。 

 株式会社ソーキ  今岡 


